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課題名
３

低 コ ス ト ・ 高品質牛乳生産のための

飼料給与法の開発

泌乳牛における飼?料の給与回数と泌乳性

試 験 研

究 年 次

Ｉ目 的

1．～２年（完了）

分類 ②

泌乳牛への飼料給与の回数が第一胃内性状の安定化と採食性及び泌乳性

に及ぼす影響を明らかにし、効率的な飼壷料給与法の確立に役立てる。

Ⅱ試験方法

１試験;期間第１試験２年ｌ～３月第２試験２年８～１０月
２ 供試牛の概要（試験開始時平均）

供試頭数分娩後日数体重乳儲察|･脂率錘脂悶形令率

第１試験３頭５３日７０６ｋｇ３５ｋｇ３．６％８．５％
第２試験４８５６００３１２－９凡７

３試験区分一

区分内容：８：３０L捲乳１１：０ｎｌ３ｇ２ｎｌＲ：ｎ、搾霊Ｉ１Ｒ２２ｎ

5－５（配合５回・粗飼料５回）○▼↓○▼○▼○▼↓○▼

5－３（〃５回〃３回）○▼４○○▼○↓○▼
3－３（〃３回〃３回）○▼」ｎ▽ｌｎ▼

○自家配合▽細飼料

第１試験５－５Ｑ５－３．３－３第２試験５－５．５－３

４実験計画第１試験３×３ラテン方格法（１区１頭・１期２週）
第２試験二重反転法（１区２頭・１期３週）

５供試飼料自家配合飼料乳配・圧ぺんトウモ面。シ・大豆粕・上・－トハ°ルプ
ﾙｰサンペレット・綿実

粗飼料第１試験・トウモロコシｻｲﾚｰｼﾞ第２試験・チモシー乾草
６供試飼料の成分（ＤＭ％）

７

飼料ＤＭＴＤＮＤＣＰＣＰＲＲｆＦｎｆＷＡｎＦ

第１自家配合８７．６７５．３１５．１２１．７５．２１１．９３１．８１５．７
試験トウモ面コシサイレージ２２．９６２．３４．８８．８２．９２７．１５６．４３２．６ローーーーーーーーーーーーーーーー一一－－－－－ｰ一一一－一－－－－－－－－－－－－－一一一一－一一一＝－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一

第２自家1配合８７．３７５．１１５．５２２．４４．６９．６２７．６１２．８

Ⅲ主要成果の概要

分離給与下においては、繊維含量を多くした自家配合飼料の利用で、給
与回数を３回から５回に増加しなくても第一胃内性状の安定化が期待でき
泌乳性への影響も少ない。

１配合飼料、粗飼料の給与回数は、３回でもｐＨ，ＶＦＡ、Ａ／Ｐ比等
の第一胃内性状に悪影響を及ぼすことはない 。

２乾物摂取量、乳量、乳脂率、無脂固形分率等の泌乳成績についても 、

給与回数による差は認められ；な;いざ

－２７２－



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表採食状況

区分ＤＭ/ＢＷ①ＲＤＭ/ＢＷ②』体了重、ＴＤＮ充足率ＣＰ充足率

第１５－５３．２９％０．８１％７０７ｋｇ１１１％１３７％

試験５－３３．６５１．１６７０５１２３１５０

３－３３．５２１．０５７１０１１９１４６
＝－－－－ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 － － － ＝ ー ー 一 一 ｰ 一 一 - 一 一 - - ー 一 一ーー一一＝一一一一＝－－－＝一一一一一一ｰ‐‐ーーー一一一一ー－－－－－＝－－－－一一一一一ー一台

第 ２５－５３．０１０．９５６２０１０６１４０

試験５－３３．１２０．９９６１８１０６１３９

注）①体重当たり乾物摂ﾄ取率

‘②体重当たり 粗飼料乾物摂取率、

第２表泌乳成績

区分乳脂率無脂固形分率乳量補正乳量

第 １５－５３．４％８．４ ％３５．７kｇ３２．４kｇ

試験５－３３．２８．３３６．８３２．５

３－３３．４８．４３６．０３２．８

第２５－５３．７８．８２７．５２６．０

試験５－３３．６８．８２９．０２７．５．

第３表第一胃内性状（第１試験）

採取ｐＨＶＦＡ濃度 Ａ ／ Ｐ 比

時間区分５－５５－３３－３５－５５－３３－３５－５５－３３－３

８：３０６．９６．９７． ０７８６９６８，Ｍ２．５２．０２．２

９： ３ ０ ６ ． ６ ６ ． ７ ６．５８０８０８２２．５２．２２．２

10：３０７．０６．９６．７６７７６７４２．４２．２２．２

１３ ： ３ ０ ６ ． ６ ６ ． ６ ６．７７９７５７９２．５２．２２．１

注）処 理 は （ 配 合 給 与 回 数 一粗飼料給与回数）を示す ⑥

第４表第一胃内性状【'第２試験）

採取 ｐＨＶＦＡ湿度Ａ／Ｐ比

時間 区 分 ５ － ５ ５ －３５－５５－３５－５５－３

１ １ ： ０ ０ ６ ． ９ ６ ．９８１７８，Ｍ２．６２．６

１２：００６．７６．７８５７５２．５２．４

１３：００６．８６．８８８８５２．６２．６

１４：００６．７６． ６ ８ ２ ７ ７ ２ ． ４ ２ ． ５

１５：００６．５６． ７ ８ ８ ８ ６ ２ ． ５ ２ ． ５

Ｖ成果の評価と取扱上の留意 点

１普及指導上、飼料設計の参考となる ｡

２濃厚飼料に粗飼料を加えてコンプリート型の飼料となるように自家配

合すると、飼料給与は３回で十分である。

３この情報は泌乳量４０kg未満の乳牛に対して有効である。

Ⅵ今後の研究上の問題点

多 回 給 与 時 の 採 食 パ タ ーンの把握

Ⅶ資料名

１～２年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験成績書
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